
牛群検定情報を活用して、 
酪農経営の安定につなげよう！！ 

   

○現在の福島県の酪農業を取り巻く状況 

・飼料価格の高止まりや原発事故の影響による自給飼料の給与制限 

→飼料費が増加しており厳しい。 

 

○酪農経営の安定のためには 

・飼料効率の向上や疾病の減少等が必要 

→一層の生産コスト低減 

（牛群検定を活用することが、1番の近道） 

 

○牛群検定の４つの役割 

１ 飼養（健康）管理 

 

  

 

 

２ 繁殖管理 

 

 

 

“おいしい牛乳”は、健康

で元気な乳牛飼育が基本！ 

乳牛も子牛を生まないと

泌乳しません。たくさん子

牛を産めるようにします。 



３ 乳質、衛生の管理 

 
 

４ 遺伝的改良 

 

 

○牛群検定の効果 

  図１に示したとおり、検定実施牛の平均産乳量は、県内経産牛を大きく

上回っており、牛群検定実施の結果、牛群全体の能力が向上し、生産効

率が改善されていることが明らかです。 

  直近の平成 24 年のデータでは、年間乳量で 1 頭あたり約 1,953ｋｇの

差があり、24 年度の支払い乳価 98,139 円を乗ずると、約 19 万円の差額

として反映されています。 

 

 

 

 

安全・安心”のため衛

生には特に気をつけま

す！ 

乳牛にも寿命があります。次の世

代のために優秀なお父さんとお

母さんから、優秀な子牛を生産し

て後継牛にします。 



（図 1）県内経産牛と検定牛の乳量比較 

 

 

○牛群検定情報が一般家畜改良事業団の繁殖台帳 Web シ

ステムにより、活用しやすくなりました。 

（詳細は、一般社団法人家畜改良事業団のホームページ参照）掲載 
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